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１．はじめに
　昭和40年代以降の中央教育審議会では，急激な社会
構造の変化を受けて，それまでの社会教育の考え方を
問い直し，「あらゆる年齢階層を通じて，絶えず自己
啓発を続け，人間として主体的に，かつ豊かに生き，
お互いの連帯感を高める」ことを目標に，「自己学習
と相互教育の意欲を組織的に高め，その機会等を提供
する」ことを新たな方向性として示すに至った。具体
的には昭和56年の中央教育審議会答申が「生涯教育」
という新たな概念を示したことで結実したと考えられ
る。しかし，昭和59年から昭和62年にかけての臨時教
育審議会は，「生涯にわたる学習は自由な意志に基づ
いて行うことが本来の姿であり，自分に合った手段や
方法によって行われるというその性格から，学習者の
視点に立った立場を明確にする」ために「生涯学習」
という学び手視点の発想の重要性を強調した。
　生涯学習社会の実現という我が国の文教政策の軸は
ここから出発したといえるであろう。平成２年の「生
涯学習の振興のための施策の推進体制等の整備に関す
る法律」（生涯学習振興法）の成立がこの考え方の一
層の推進を支えるものとなったのである。
　さらに，平成18年の「教育基本法」の改訂により，
その第３条において「国民一人ひとりが自己の人格を
磨き，豊かな人生を送ることができるようになるよ
う，その生涯にわたって，あらゆる機会に，あらゆる
場所において学習することができ，その成果を適切に
生かす社会の実現が図られなければならない。」と明
記されたことは，教育基本法改正の是非は別として，
社会の豊かさの指標として生涯学習社会の具現化が柱
になっていることを示す点でも重要な意味があるとい
えよう。
　生涯学習とは，学校教育，家庭教育，社会教育をは
じめ，文化活動，スポーツ活動，レクリエーション活
動，ボランティア活動，企業内教育までを含む広義の
概念であり，人々が様々な場や機会を得て行う学習で
ある。よって，生涯学習社会とは，「いつでも自由に
学習機会を選択し，学ぶことができ，その成果が適切
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に評価される社会」なのである。
　平成18年の文部科学白書は，「生涯学習の意義」に
おいて生涯学習社会の構築が必要な理由について「自
由時間の増大などの社会の成熟化に伴い，心の豊かさ
や生きがいのための学習需要が増大していることで
す。これらの学習需要にこたえるための生涯学習の基
盤を整備することは，学習者の自己実現のみならず，
地域の活性化，高齢者の社会参加，青少年の健全育成
など社会にとっても有意義です。」と述べている。
　そして，市民が自ら公共的な財やサービスの提供の
主体となって身近な分野で活躍していくことを目指す
「新しい公共」の考え方は，この理念の最理想形を示
したものとみなすこともできよう。
　しかし，平成17年に行われた「地域の教育力に関
する実態調査」では，地域の教育力が以前に比べて
低下しているという回答が55.6％にのぼり，向上して
いるという回答の5.2％と比較するとその差は甚だし
く，現実の状況には大きな課題があることが明らかに
なっている。また，その理由として，「個人主義の浸
透（他人の関与を歓迎しない）」（56.1％）をはじめと
して，多岐にわたる課題が挙げられている。その中で
も，「母親の就労の増加」（30.1％）という理由は，女
性の社会進出や就労が進むことが生涯学習を推進する
上での障害になっていることを示しており，注目すべ
きである。
　また，平成21年の文部科学白書は，生涯学習社会の
充実の課題として世論調査の結果を示した。その結果
を見ると，「生涯学習をしたい人」の割合は約７割を
超えているのに対して，「この１年間に何らかの学習
の機会を得ていない」と回答した人の割合が約５割に
上っている。この結果は，仕事が忙しくて自己啓発を
行う余裕がないことや活動をするのに多額の費用がか
かることで学習機会を得られにくいという実態を示し
ている。
　そうした結果も受けて，平成27年の文部科学白書で
は国の目指すものを「文化芸術立国」として掲げてい
る。確かに「あらゆる人々が全国様々な場で創作活動
へ参加する割合」を40％とし数値的達成目標として示
しているが，以前と比べて生涯学習社会の実現に向か
う目標に質的な変化が生じているのではないかと見る
こともできよう。
２．団体・サークル活動の意義と現状
　本稿では，市民が自主的に学習文化・スポーツ活動
を進めている団体やサークルを「団体・サークル」と
呼称する。
　県市町村教育委員会等のホームページを散見する
と，こうした「団体・サークル」の紹介がなされてい
ることも多い。群馬県生涯学習センターの「まなび
ねっとぐんま」には58件の「団体・サークル」が紹介
されている。こうした「団体・サークル」の現状や課
題について，教育行政関係者からの聞き取り調査の結
果をまとめたものを以下に示す。
①群馬県生涯学習センターを活用している「団体・
サークル」の状況について
　群馬県生涯学習センターでは，平成27（2015）年度
に同センターを活動場所として活動している「団体・
サークル」について活動状況や構成員等の調査を行っ
た。その結果の概要は以下のようである。
　活動内容については，表１の通りである。体育館を
利用したスポーツが27.8％と最も多くなっているが，
音楽16.7％，パソコン研修12.5％，美術11.1％と施設
や設備を活用した活動が行われている。
表１　活動内容について
活動内容 ％
スポーツ（ヨガ等を含む） 27.8
音楽（合唱・合奏・邦楽等を含む） 16.7
パソコン研修 12.5
美術（陶芸等を含む） 11.1
各種研修（教育・文化） 8.3
　さらに，活動日（日数）については，表２の通り
である。平日が毎週37.5％，隔週程度20.8％と多く，
月１回程度11.1％と併せると７割近くを占める。「団
体・サークル」の活動は，平日が中心に行われる傾向
にあることがわかる。
表２　活動日（日数）について
活動日（日数） ％
毎週平日１日程度（月４回程度） 37.5
隔週平日１日程度（月２回程度） 20.8
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毎月平日１日程度（月１回程度） 11.1
毎週休日１日程度（月４回程度） 8.3
隔週休日１日程度（月２回程度） 5.5
毎月休日１日程度（月１回程度） 6.9
その他（不定期等） 12.5
　さらに，活動時間帯については，表３の通りであ
る。午前中36.1％，午後中34.7％と拮抗しているが，
これは施設の利用を均等に配分しているためと考えら
れる。夜間の活動は，合唱や合奏などのように勤労者
層の参加者が多い活動である。
表３　活動時間帯について
活動時間帯 ％
午前中 36.1
午後中 34.7
終日（午前・午後とも） 6.9
夜間 18.1
不定期 4.2
　さらに，活動費用（会費）については，表４の通り
である。費用は活動内容によって異なるが，全体的に
比較的安価に抑制されていると考えられる。
表４　活動費用（会費）について
活動費用（会費） ％
月1,000円未満 33.3
月1,000～2,000円未満 27.8
月2,000～3,000円未満 16.7
月3,000円以上 12.5
それ以外（不定期徴収） 9.7
　さらに，男女比（会員状況）については，表５の通
りである。全体的に女性の活動への参加者が男性をか
なり上回っている様子が見て取れる。平日に活動への
参加ができるのは女性の方が多いことが推測される。
表５　男女比（会員状況）について
男女比（会員状況） ％
女性100％　男性０％ 18.1
女性80％以上　男性20％以下 15.3
女性50～80％　男性20～50％ 27.8
女性50％程度　男性50％程度 11.1
女性20～50％　男性50～80％ 11.1
女性20％以下　男性80％以上 11.1
女性０％　男性100％ 1.4
無回答 4.2
　さらに，構成員年齢層については，表６の通りであ
る。便宜的に各カテゴリーの中央値を概算したデータ
をもとに参加者の主たる年齢層を示したものであり，
正確な分類ではないが，中高年齢層が活動の中心に
なっていることが推測される。
表６　構成員年齢層について
構成員年齢層 ％
60歳以上中心 22.2
50歳以上中心 37.5
40歳以上中心 13.9
30歳以上中心 8.3
20～50歳代 9.7
30歳代以下 1.4
全年代（10～80歳代） 4.2
　この結果からは，「団体・サークル」活動への参加
者は，定期的に平日の活動に参加できる余暇がある中
高年層以上の女性が中心であることがうかがえる。ま
た，公共施設を使っての活動は，活動費用の抑制がで
きるなどの利点があることもうかがえる。
　次に，群馬県教育委員会西部教育事務所の生涯学習
係では，地域の公民館活動などを中心に「団体・サー
クル」に関する活動状況を調査している。その結果の
概要や実態分析に基づく担当者の考察を以下に示す
（筆者の聞き取りをもとにまとめたものである）。
　公民館を利用している「団体・サークル」で，「よ
りよいまちづくり」などをテーマにしているものはほ
とんど見られない。こうした分野は，行政が主体と
なって市民公益活動団体を支援している場合がほとん
どである。一方で，伝統芸能の保存維持を通してまち
づくりにつなげていこうという活動は散見される。
また，自治体の文化協会が主になって活動の活性化を
図っている例は多い。さらに，文化や教養を高めるた
めの学習機会は継続的・計画的に実施されている。
　最近の傾向として，社会教育団体数は減少傾向にあ
る。また，全体に会員の年齢層の上昇や，団体の構成
員数の減少例が多く見られる。リーダーが高齢で引退
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した後の後継者不在のために，活動を休止した団体も
見られる。組織運営のためのマネジメントを団体の
リーダーに依存する傾向があるためと思われる。団体
の活動成果の発表の場としては，地域の文化祭や地区
の祭りなどが多い。しかし，機会が限られていたり発
表時間が短かったりするために，団体が独自に発表の
場を設ける場合も見られる。
　生涯学習に対する市民の関心は高いと考える。公民
館主催の事業で歴史研究や文化財見学などは受講（参
加）希望者が多く，活動終了後に参加者が団体を立ち
上げるケースも散見される。また，こうした団体への
参加者には，広範な地域的拡がりが見られる場合があ
るが，それぞれの居住地域に適当な活動の場がなかっ
たり，指導者が見つけられなかったりすることに起因
すると考えられる。なお，育児サークルのような団体
は，各地域に複数に存在するが，子供の成長とともに
会員が流動してしまい，活動内容のマンネリ化などか
ら行政の支援に依存するケースが見られる。
　教育行政サイドは，公民館が地域コミュニティーの
維持や活性化に貢献することを目的として，地域課題
の解決に繋がる学習機会の提供に努めている。その際
には，学校教育との連携・協働を図り，持続可能な社
会教育システムの構築が期待される。
　次に，富岡市教育委員会事務局生涯学習課では，市
内の「団体・サークル」の活動等について，以下のよ
うに把握している。その結果の概要や実態分析に基づ
く担当者の考察を以下に示す（筆者の聞き取りをもと
にまとめたものである）。
各種団体数については，表７の通り漸減傾向にある。
表７　富岡市内の社会教育団体についての調査結果
区分 前回調査 今回調査 増減
学習団体及び自主グループ
活動の団体
321 283 －38
社会教育団体 14 14 ±0
ボランティア団体 12 10 －2
市民活動団体 32 28 －4
 （今回は平成30年９月１日現在　３年おきに調査）
　社会教育団体は比較的人数が多いが，自主グループ
活動は平均10～15人程度である。また，年齢層は65歳
過ぎの構成員が多いと推察される。80歳以上の方も一
定数見受けられる。男女比では男性が34.6％，女性が
65.4％となっているが，担当者としては地区公民館な
どの活動では，女性の比率がもっと多い印象をもっ
ている。施設の利用では，比較的小規模な学習室や和
室などがよく使われている。利用日は平日が多く，月
１回や隔週１回などの定期的な利用が83％とほとんど
を占めている。それ以外には，年間の行事などに合わ
せて時期を限定した活動も見られる。貸与状況から見
ると２時間程度の活動が多いのではないかと推察され
る。活動理由としては，楽しむためが最も多いが，ボ
ランティア意識に基づく発表のためというのも見られ
る。高齢者の場合は，外出する機会としての面もある
のではないかと推察される。また，精神的な充実や健
康管理などの面から考えても高齢者の活動への参加が
家族の負担減にもなっているとも推察される。
　活動や団体の課題としては，新会員を勧誘すること
に対して各団体は積極的であるが，これまでに活動に
参加した経験が少ない方にとっては，自分たちで立ち
上げるノウハウが不足している面が見受けられる。
社会教育団体という組織自体に対する理解の不十分さ
がある。組織的な制約を受けることを面倒だと考える
意識もある。また，活動に必要な情報の不足もある。
教育行政サイドからの発信とマッチングしない面があ
る。
　教育行政サイドとしては，指導者の養成やイベント
の開催，学習情報の提供，活動の相談窓口の充実など
を通して，地域住民の生涯学習への意識付けを図って
いく努力が必要であると考えている。
　以上の聞き取りの結果から，現状での「団体・サー
クル」活動の特徴や今後の課題を次のようにまとめて
おく。
　社会の高齢化の進展につれて，「団体・サークル」
活動の縮小化が見られる。その課題に対応するため
に，指導者の養成や幅広い世代の人々が活動に参加で
きる仕組みづくりを通して，生涯学習社会の基盤整備
を図っていく必要感は，それぞれの組織や教育行政機
関等で強く認識されている。
201「団体・サークル」活動の意義に関する考察
３．調査の概要
（１）調査対象団体
　そこで，前述した課題の解決の糸口を探るために，
主に富岡市で活動する女性吹奏楽団の参加者を対象と
した意識調査を実施し，その結果分析を行った。
　本調査の対象とした女性吹奏楽団の概要を以下に示
す。
名称　アンサンブル・シルキー
創立　2012年７月
活動概要　年間２回行われる地域吹奏楽連盟主催の演
奏会に出演する。月１～２回程度の練習を実施す
る。
活動場所　地域の中学校の音楽室を借用する。地域の
生涯学習施設を借用する。
参加資格　女性吹奏楽愛好家で，会の趣旨に賛同する
者（年齢不問）とする。
参加者数　2012年創立時の名簿登録者16名
　　　　　2018年現在の名簿登録者45名
組織体制　代表者（連絡責任者）１名，指導者１名
備考　地域の吹奏楽連盟に登録しているが，市の社会
教育団体への登録はしていない。活動費は，演奏機
会参加負担金等として年間2000円程度である。活
動に関する諸連絡は，基本的には会員限定のSNSに
よって行っている。使用する楽器の準備（メンテナ
ンス等）は基本的には個人負担である。特殊な楽器
については関係機関等からの貸与などの支援を受け
ている。協賛団体や助成団体等はない。
　発足の経緯は，本地域にある一般社会人吹奏楽団
（1979年創立）に所属している数名の女性メンバーが
中心となって設立した。これまでの参加者の意見や感
想からは，参加しやすい理由として以下の諸点が推測
された。
ⅰ　一般の社会人吹奏楽団は，基本的に週１回の練習
を行うところが多く，練習時間帯も夜間に偏るた
め，練習への継続的な参加が難しい面がある。そ
の反面，アンサンブル・シルキーの練習は月１回
程度であり，練習時間帯も日曜日午後のため，活
動への参加にあたって，家族等の理解を得やすい。
ⅱ　練習会場が学校や生涯学習施設のため，活動経費
が他の団体と比較すると非常に低額である。その
ために費用面での参加負担が少ない。
ⅲ　一般の社会人吹奏楽団は，高度な演奏技術を必要
とする楽曲を演奏したり，練習曲目数が多かった
りするが，アンサンブル・シルキーは，参加者の
演奏技術や練習回数の実態にあった比較的易しい
楽曲に絞って採り上げるので，演奏技術に対する
不安が低減される。
ⅳ　アンサンブル・シルキーは，参加に際しては知人
の紹介や勧誘を基本としているため，団体内での
人間関係の孤独感を味わう心配が少ない。そのた
め，活動に参加する面での精神的な気軽さがある。
　そこで，このことを検証するために，参加者へのア
ンケート調査及び，３名の参加者へのインタビュー調
査を行った。以下にその結果と分析を示す。
（２）アンケート調査内容，結果と分析
①参加者の基本属性
　それでは，調査結果を，順を追って確認していきた
い。今回の調査に協力していただいたのは，アンサン
ブル・シルキーで活動する35人の参加者である。
　まず，参加者の年齢は，「20歳未満」が8.6％，「20
歳代」・「30歳代」・「50歳以上」がともに25.7％，「40
歳代」が14.3％となっている。便宜的に各カテゴリー
の中央値（「20歳未満」は15歳，「50歳以上」は55歳を
中央値とみなす）を与えて平均年齢を出すと，37.3歳
である。
　職業については，「教員（幼稚園教諭や保育士を含
む）」がもっとも多く37.1％，次いで「会社員（アル
バイト含む）」が34.3％と，この２つで７割以上を占
める。その他には，「学生」（8.6％），「専業主婦（育
児休業者含む）」（5.7％），「公務員（官庁や行政機関
勤務）」「自営業（農業・商業・工業等全般）」（ともに
2.9％），「その他」（8.6％）となっている。「学生」や
「専業主婦」を除けば，８割以上は何らかの職業に従
事しながら，アンサンブル・シルキーに参加している
ことがわかる。
②参加者の担当楽器と音楽経験
　参加者の担当楽器は，「木管楽器」が42.9％，「金管
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楽器」が40.0％，「打楽器」が17.1％となっている。
また，これまでの楽器の演奏経験は，「１～３年」が
2.9％，「４～６年」が8.6％，「７～９年」が25.7％，
「10年以上」が62.9％と，過半数が10年以上の楽器演
奏経験を持つ。これは，参加者の全員が，中・高・大
と学校で過ごした期間のいずれかに吹奏楽部で活動し
た経験を持つことと関連している。
　吹奏楽部の活動経験をみると，「１～３年（中の
み・高のみ）」が34.3％，「４～６年（中高・高大）」
が40.0％，「７年以上（中・高・大）」が25.7％であ
る。中高の６年間，吹奏楽部等で活動経験を持つ者を
中心に，全員が一定期間吹奏楽部で活動している。
　一方，大学レベルで音楽を専門に学んだ者は少数派
である。「大学で『音楽』を専門的に学んだ経験あり」
とする者は28.6％にとどまっている。しかし，逆にい
えば３割弱は大学レベルで音楽を専攻しているという
のは，一定程度の専門性を有する集団だとも捉えられ
る。
③活動の理由とモチベーション
　このように楽器経験を有する参加者であるからこ
そ，アンサンブル・シルキーに加入した理由（表８）
をみると，「楽器演奏ができる場だから」がもっとも
多く52.9％となっている。また，「他団体に所属して
いたから」も41.2％と多くなっており，他団体からの
移籍，または掛け持ちによって活動していることもう
かがえる。
表８　加入した理由（動機）（複数回答）
活動の理由 ％
楽器演奏ができる場だから 52.9
親しい友人に誘われたから 29.4
他団体に所属していたから 41.2
知人に加入を勧められたから 29.4
指導者に参加を求められたから 26.5
気軽に加入できそうだったから 23.5
その他 0.0
　さらに，活動の理由（動機）については，表９の
通りである。もっとも多いのは「『音楽を楽しむ』場
として」で70.6％，以下，「『吹奏楽』が好きだか
ら」（55.9％），「仕事や日常生活以外の趣味の場」
（50.0％）までが半数以上となっている。相対的に
ではあるが，「自分の楽器演奏技術を向上させたい」
（23.5％）といった「技術の向上」よりも，「音楽（吹
奏楽）を楽しむ」という部分に力点が置かれているこ
とがわかる。
表９　活動する理由（動機）（複数回答）
活動の理由 ％
自分の楽器演奏技術を向上させたい 23.5
楽器を演奏する場を見つけていた 26.5
仕事や日常生活以外の趣味の場 50.0
自分の生活をより豊かにしたい 26.5
同じ趣味の人とのつながりの場 47.1
「音楽を楽しむ」場として 70.6
「吹奏楽」が好きだから 55.9
その他 2.9
　さらに活動のモチベーション（表10）をみると，
やはり「楽器演奏が好きで楽しい」がもっとも多く
72.7％となっている。さらに，「音楽でリフレッシュ
できる」（54.5％）といった形で，楽器や音楽に触れ
ること自体に楽しさや充実感を覚えて参加しているメ
ンバーが多いことがわかる。さらに，「メンバーがよ
く気軽に参加できる」（54.5％）といった団体内の人
間関係のよさや，「練習回数や演奏発表機会が手ごろ」
（54.5％）というように活動の負担が少ないというこ
とも，活動継続の理由となっていることがわかる。反
面，「演奏の質がある程度高くて楽しい」については，
21.2％と相対的に少なくなっている。演奏の質を度外
視するわけではないだろうが，技術的な面の追求とい
うよりは，良好な人間関係の下，仕事や家庭とのバラ
ンスも保ちながら，音楽そのものを楽しんでいる参加
者の様子が見えてくる。
表10　活動のモチベーション（意欲）（複数回答）
活動の理由 ％
楽器演奏が好きで楽しい 72.7
練習で「学び」があり楽しい 42.4
メンバーがよく気軽に参加できる 54.5
演奏の質がある程度高くて楽しい 21.2
金銭的な負担も少なく参加できる 36.4
練習回数や演奏発表機会が手ごろ 54.5
日常のストレス解消に適切 30.3
音楽でリフレッシュできる 54.5
その他 0.0
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④活動の難しさと今後の期待
　このように仲間と楽しく演奏をしている参加者たち
であるため，活動の難しさは全般的に感じられていな
い。この点をまとめた表11をみると，もっとも回答が
多かったのは「練習不足で思うように演奏できない」
の28.6％であり，次いで「練習日に時間が取れず参加
できない」の25.7％である。つまり，自分自身が練習
を十分に行えず，うまく演奏できないことが問題だと
されている。
　しかし，それらですら３割未満にとどまっており，
全般的に難しさは感じられていない。表９・10でみた
ように，どちらかというと参加者の意識面では「演奏
技術は二の次」といった側面もある。その点に関して
「練習内容や演奏レベルが難しすぎる（易しすぎる）」
のうち，特に「易しすぎる」と感じる参加者がいて
も不思議ではないが，これを選択した者は皆無であっ
た。つまり，参加者間での活動の方向性や団体のあり
方についてはほぼ完全に一致していることがうかがえ
る。
　加えて，「家族の理解や協力が得にくい」もまった
く選択されなかった。平均年齢37.3歳の女性であれ
ば，家事・育児を担うことも多いと思われる。しか
し，家庭の事情で活動を妨げられることにもなってい
ないということは，家族の理解とともに，そもそも活
動のあり方自体が，参加者の生活スタイルに適したも
のに設定されているものと捉えられる。
表11　活動の難しさ（複数回答）
活動の理由 ％
練習日に時間が取れず参加できない 25.7
練習内容や演奏レベルが難しすぎる（易しすぎる） 0.0
メンバーの人柄や雰囲気が合わない 0.0
居住地から遠くて来るのが大変 8.6
家族の理解や協力が得にくい 0.0
練習不足で思うように演奏できない 28.6
連絡が取りにくく情報が伝わらない 0.0
知らない人が多く仲間意識が低い 8.6
その他 5.7
　このことは，今後の活動への期待（表12）にも表れ
ている。今後の活動に向けて改善を希望する声がない
わけではないが，全体としては「現状のままが良く変え
ないでほしい」が62.9％ともっとも多くなっている。
現在の活動内容や練習機会の設定，そして活動の方向
性（音楽を楽しむことをもっとも優先する）というこ
とに，多くの参加者が満足しており，この状況を変え
ずに持続してほしいと望んでいることがうかがえる。
表12　今後の活動への期待（複数回答）
活動の理由 ％
より質の高い高度な演奏を追究する 8.6
練習日を増やして参加しやすく 0.0
演奏する曲目などの希望を聴取 8.6
もっと演奏機会を増やす 11.4
練習時間帯などを工夫する 11.4
連絡のとり方を工夫する 0.0
現状のままが良く変えないでほしい 62.9
その他 0.0
⑤自由記述からみる今後の期待
　調査票の最後に自由回答欄を設けた。そちらをみる
と，35人中７人から回答が寄せられた。そのなかには，
・練習回数が少なく，なかなかメンバー間の交流がで
きないので，もっとお互いを知り合う機会をもてる
とよいと思った。
・今やっている曲も楽しいが，若い世代に人気のある
曲も演奏したい。
など，練習回数，メンバー間の交流，曲目の選定など
で意見を持つ参加者がいることもうかがえる。
　その一方で，
・楽しく吹けることが一番の魅力です。
・楽しいです。色んな曲がやりたい。
・参加出来る限り，参加していたいと思います。
・一般の吹奏楽団体で高度な技術を保つのは難しいと
感じるが，短い練習時間で，できるだけ向上できる
よう心がけたい。
・毎日の慌しい生活の中で，練習日が心のリフレッ
シュとなり，ストレス解消になっています。仕事で
時間が取れず，短い時間のみの参加になる事も多々
ありますが，参加して，音楽の中に身を置くだけで
も元気になれます。
といったように，活動自体の楽しさ，限られた練習の
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中での技術向上，生活のリフレッシュなどを感じて，
アンサンブル・シルキーの活動を続けている参加者も
少なくないことがうかがえる。
　このように，個々に取り組むべき課題はいくつかあ
りつつも，総じて「楽しさ」をベースとした活動のあ
り方には，ほとんどの参加者が高い満足感を得てお
り，このことが活動継続の大きな要因となっているも
のと捉えられる。
（３）インタビュー調査内容及び結果
　アンケート調査とは別に３名のアンサンブル・シル
キーの参加者に，以下の３項目について半構造化イン
タビューによる聞き取りを行った。
ⅰ　自分の現状の生活において自己実現の場となった
り，やりがいを強く感じたりしている活動や行動
は何ですか。
ⅱ　仕事や学業や家庭生活などの日常において生じる
ストレスの解消や気分転換のために行っているこ
とは何ですか。また，そうした中で活動に参加す
ることの意義や参加しようとするモチベーション
となったものは何ですか。
ⅲ　「団体・サークル」活動についてどうお考えです
か。その良さや価値や意義は何でしょうか。その
反面，現状の「団体やサークル」活動に関する社
会的環境面の課題はどのように認識しています
か。
①　Ａさん
ⅰ　現在働いている職場は，自分が非常勤職員である
こともあり（途中，育児・子育てなどで在家庭の
時期もあったために），ストレスを感じることが
あります。もちろんやりがいもあるし，自分を生
かせる場であると感じているのですが，なかなか
常勤の職員と同じような技術とかが発揮できない
ことがあります。得意なこともあれば苦手なこと
もあり，仕事の性質上，失敗は許されないので，
自分の失敗がみんなに迷惑をかけたり，上司に余
計な責任を負わせてしまったりすることになりま
す。そうしたストレスを解消する面では楽器を演
奏することはよい解消法だと思います。これ以外
にも，着物の着付けとか面白いと思っている活動
はあります。
ⅱ　楽器の性質上，指を動かすことが多いので，楽譜
を見ながら音楽の響きを想像し，他の人の音を聴
きながら正確に演奏できるように練習するのはい
ろいろな意味で自分にはとても良い活動になって
いると思います。最初は楽譜を見ても指の動き
に直結しないけれど，時間をかけてもそれが実際
の音になるのは楽しみであるかなと思います。こ
れ以上，技術的に高まるのは難しくても，細々と
やっていこうと思います。でも，前にはできなく
てもできるようになるのは励みにもなるし，だん
だんと他の人との関係もできてくるのは楽しみ
だと思います。（他の一般吹奏楽団で）パートの
リーダーなどを任されるようになると，それはプ
レッシャーだけれど，「なぜ自分がその役をする
の」とか，「（きちんとまとめられずに）ごめんな
さい」とか思うけれど，でも，活動に参加しなけ
れば，絶対に（人前で楽器を演奏することなど）
ないと思います。楽しい部分はたくさんあるけれ
ど，（パートの）メンバーが来ないと責任を感じ
てしまうこともあります。その点，シルキーは指
導者が集めたメンバーなので，そうした責任がな
い点では気分的には楽です。若いときにはこんな
ことをしているとは，夢にも思わなかったです。
上手な人たちといっしょに演奏するのは，場違い
かなと思うけれど，声をかけてもらえるのはうれ
しいと思います。
ⅲ　いろいろな活動に参加していると，ある場所で行
き詰ってしまったりするときに，他で解消できる
という良さはあります。但し，全部が大変になっ
てしまうこともあって，気持ち次第だけれどどれ
も嫌だと思うこともあります。また，（活動から）
抜けることの難しさ，（役割を）断れない難しさ
があると，どこかにひずみが出ることもありま
す。仕事をしているうちはいいけれど，仕事がな
くなったときに時間をどう過ごすかを考えるのは
難しいです。
②　Ｂさん
ⅰ　仕事はもちろんですが，楽器を演奏することがや
りがいもあり，自分の目指すものを表現できる場
だと思います。中学生の頃から楽器の演奏を続け
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てきました。それが飽きたり嫌になったりしたこ
とはこれまでありません。自分で演奏する機会が
あることが，仕事に取り組む上での意欲にもなっ
ています。特に，みんなで演奏することが，個人
的には好きです。独奏という形態もありますが，
それに比べると，みんなで演奏するほうが意欲は
高まります。その理由としては，他の人とのアン
サンブルができた時の充実感があるからです。他
の人との人間関係を作ることができた時，絆のよ
うなものができた時に，よい響きがすることが最
も気持ちの良い瞬間です。
ⅱ　楽器を演奏することが，最も日常のストレスの解
消に繋がりますが，他には，体を動かすことも好
きです。気軽に登れるような山に行ったり，機会
があると，海でダイビングをしたりする活動をす
ることがあります。それは自然の美しさと触れ
合える良さがありますが，特に，山に行く時など
は，一人ではなく仲間と一緒に行くことが多く，
それも楽しみのうちに入っています。一方で，海
に潜るのは，美しい自然に出会えますが，恐怖感
を感じる面もあります。楽器の演奏をすること
は，日常的にできますし，やはり楽しいです。シ
ルキーの場合は，練習回数は少ないですが，音楽
の目指す方向性が一致していたり，ある程度の技
術的な能力があったりするメンバーなので，一回
の練習でも初めの時と終わりでは演奏が大きく変
わるので楽しいです。
ⅲ　自分の好きなことに打ち込めるよい場だというこ
とと同時に，同じ趣味をもつ多くの人たちと出会
える場であり，良い意味での人間関係を築ける機
会だということを知ってほしいです。難しさとし
ては，自分に合った団体をどう探すかがわからな
い，という人がいるのではないでしょうか。人間
関係ができるといろいろな機会や場に誘ってもら
うこともできますし，活動の幅を広げることもで
きると思います。自分の好きなことをやれる機会
というのは自分で探して参加しないと難しいかも
しれません。やはり，そうした意味でも人間関係
をつくるというのは大事ではないでしょうか。現
在の職場は転勤して１年目ですが，あまりストレ
スを感じないで仕事ができています。それも人間
関係がよい職場だからではないかと思います。
③　Ｃさん
ⅰ　仕事の充実感が最も大きいです。自分の子どもは
それぞれ成人したので，手がかからなくなりまし
たし，その分，現在の仕事にじっくり取り組むこ
とができています。経験の少ない職員もいますの
で，できるだけそうした人たちの支援に心がけた
り，若い保護者の方たちの相談に乗ったりして預
かっている子どもの生活が充実するよう心掛けて
います。余暇の時間も大切ですので，音楽活動は
もちろんですが，読み聞かせの活動や読書などに
も取り組んでいます。
ⅱ　ストレスの発散の場として音楽活動は非常に重要
です。アンサンブル・シルキーの代表者としての
責任もありますし，それ以外にも一般の吹奏楽団
に参加したり，小編成のお母さんたちを中心とし
たアンサンブルに参加したりして，施設への慰問
なども行っています。忙しい日程ですが，そのよ
うに充実した生活を送ることが仕事のストレスの
発散になります。また，自分の娘たちが成人した
ので，就職のことや将来のことなど話し合うこと
もストレスの発散に役立ちます。アンサンブル・
シルキーの意義は，自分がやってみたいと思うこ
とを，気の合う仲間と実現に向けて，目標を立て
て取り組むことから生まれると思います。
ⅲ　「団体・サークル」活動の最も重要な点は，いろ
いろな活動を通して自分を磨くことのできる機会
だということです。それは生活を豊かにすること
につながると思います。よい勉強の機会だと思っ
てやっています。うまく活動を進めていくコツ
は，できる範囲でやること，あまり無理をしない
ことだと思います。アンサンブル・シルキーでは
LINE（SNS）などを利用して連絡を取り合って
いますが，連絡するとすぐに既読になるので，み
なさんが関心を持っていることがわかります。参
加者が楽しい気持ちになり，上達感ややりがい感
を感じてくれるとうれしいです。社会的環境につ
いては，アンサンブル・シルキーは比較的恵まれ
ていると思いますが，施設の場所取りなどで苦労
している団体なども見かけます。また，金銭的負
担が大きくなりすぎないよう，アンサンブル・シ
ルキーの運営では，気を付けています。
206 矢島　正・新藤　慶
４．まとめ
　歌川（2015）は，「地域アマチュア芸術文化活動」
が，実際は社会教育や生涯学習行政の重点事業として
の位置づけが弱く，その意義に対する研究も十分なさ
れていないのではないかという視点に立ち，文化行政
からは経済的効果や対外的効果の薄い「趣味活動」の
一つの形態として認識されているに過ぎないという課
題性を提起している。
　歌川は，それが，公民館などの「社会教育施設の存
在意義を量的に補ってくれる活動」と認識されている
のではないかとしながらも，こうした課題性を逆手に
とって，活動に参加する人たちは，地域の教育や文化
行政に有効に関わっていく手段とすることが期待され
ると提言している。
　アンサンブル・シルキーの場合は，アマチュアの
「趣味活動」として活動を行い，地域の任意団体であ
る吹奏楽連盟に登録して発表の場を得てはいるが，公
的に社会教育団体の登録を行い，行政機関からの助成
や支援を受けているわけではない。しかし，参加者か
らの評価がほぼ良好であることから考えると，歌川が
指摘するように，参加者にとっては，教育的・文化的
な面で，一定の効果性をもっていると推察される。
　杉山ら（2018）は，本論文と類似する対象であるア
マチュア・オーケストラの団員に対するインタビュー
の分析から，参加者は，当初は，オーケストラでの活
動に対する興味から活動を続けてきたが，次第に自ら
の生活に活動に参加する時間があることや，活動を継
続すること自体に価値を見出すことを指摘している。
　本稿での調査結果からも，それに類似する「主体的
に活動に取り組むための生活時間の生み出しの工夫」
や，「活動に参加することで自らの生活そのものを充
実していこうという意識の高まり」などが参加者の意
識から見取れるのではないか。アンサンブル・シル
キーの活動は，参加者にとっては生活の充実のために
有意な場であり，参加者が主体的に活動に取り組もう
とする意欲を生み出す力を有しているのではないかと
推察される。
　「趣味活動」は，「主体性」なくして始まることはな
いといわれる。参加の理由は様々としても，こうした
「団体・サークル」活動に「主体的に参加しよう」と
いう意識や，「継続して活動しよう」としたり，「友人
などの愛好者を加えていこう」と働きかけたりする意
識は，学習者の主体性を特に重要視する「生涯学習」
と親和するものであるといえよう。現状の「団体・
サークル」活動の課題の解決のためにも，こうした面
からの意義に関する研究の充実を期待したい。
　なお，本調査研究を進めるにあたり，アンケート調
査やインタビュー調査に協力していただいたアンサン
ブル・シルキーの参加者の方々，聞き取り調査にご協
力いただいた群馬県生涯学習センターの岡島美智子館
長，増茂孝行課長補佐，群馬県教育委員会西部教育事
務所の後藤やよい次長，富岡市教育委員会生涯学習課
の安藤幸夫課長，横田克也課長補佐に深い感謝の意を
表したい。
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